
江
津
の
嘉
久
志
消
防
分
団
導
入

災
書
時
の
出
動
を
迅
速
化
す
る
た
め
、
江
津
市
消
防

団
嘉
久
志
分
団
（
山
藤
幸
男
分
回
長
、

一十
三
人
）
が
、

連
絡
網
に
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入

れ
、
習
熟
を
図

っ
て
い
る
。
電
話
連
絡
網
よ
り

「手
間

も
か
か
ら
ず
、
確
実

一
と
団
員
た
う
に
好
評
だ
。

各分 団員 にメール送信後 、パ ソコンで受信状況 や
コメ ン トを確 認 する沖 口晃賞副分 団長

一
括
送
信
で
迅
速
化

松
江
市
内
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開

発
会
社
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

ア
ク
テ
ィ

（石
本
光
史
社
長
）
が

開
発
し
た
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を

活
用
．
連
絡
担
当
者
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
、
団
員
に
メ
ー
ル
を

一
括
送

信
で
き
、
送
信
後
は
担
当
者
の
バ

ソ
コ
ン
で
、
各
団
員
が
メ
ー
ル
を

砕
認
し
た
か
ど
う
か
や
、
コ
メ
ン

ト
が
確
認
で
き
る
仕
組
み
．

分
団
長
か
ら
副
分
回
長
、
さ
ら

に
名
団
員
へ
と
枝
分
か
れ
す
る
従

来
の
董
話
連
絡
網
は
、
話
し
中
の

場
合
な
ど
も
あ

っ
て
、
全
員
に
連

絡
が
行
き
渡
る
ま
で
三
十
分
か
ら

四
十
分
理
度
か
か
り
、
短
縮
化
が

訳
題
と
な

っ
て
い
た
。

同
分
団
は
同
社
と
契
約
を
結
ん

メ
ー
ル
連
絡
網
の
連
絡
で
分
団
納

庫
に
集
合
し
、
対
応
状
況
を
確
認

す
る
江
津
市
消
防
団
嘉
久
志
分
団

員
た
ち

だ
後
、
メ
ー
ル
連
絡
細
の
対
応
訓

練
を
重
ね
、
九
月
初
旬
に
行

っ
た

訓
練
で
も
沖
田
晃
童
副
分
団
長

（
５２
）
が
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら

「火
災
発
生
．
出
動
の
可
否
を
人

力
し
納
庫
に
集
合
せ
よ
」
と
の
メ

ー
ル
を
送
信
．
登
録
済
み
の
団
串

十
八
人
の
う
ち
、
↑

一
人
が
―
分

以
内
に
返
信
す
る
な
ど
、
以
前
の

訓
練
よ
り
、対
応
が
速
く
な

っ
た
。

山
藤
分
回
長
（”
）
は

「
災
害
時

は
速
く
出
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
メ
ー
ル
連
絡
網
は
役
に
立
つ
．

年
齢
の
高
い
団
員
も
い
る
が
習
熱

度
を
高
め
、
万

一
の
場
合
に
生
か

し
た
い
」
と
話
し
た
．


